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企画展示の構成と研究動向の相関
一中世史企画展の現状から一
はじめに
博物館の社会的役割のひとつに「調査・
研究j がある。そしてその成果を広く社会
に還元するために「教育・普及」という責
任を担っている。そこで各博物館では常設
的に展示されているものとは別に、さまざ
まな展覧会を企画していくことになる。企
画展は博物館活動の一環どして、学芸員の
研究成果の発表の場であったり、市民に対
する教育活動の一環だったりとして位置づ
けられている。こうしておこなわれる企画
展の理念としては、博物館・学芸員などに
よる研究の成果を市民に「還元」しつつ、
なおかつ社会的要請に根差すというところ
にあると考える。こうした観点から、いま
まで開催されてきた企画展の事例を検討す
ることで、博物館をとりまく社会的要請や
動向をみることが出来ると共に、これから
の博物館企画に対してなにがしかの示唆を
与えることが可能であると考える。これま
でに多くの展覧会が開催され、その個別事
例が報告されている。ただし、これら個別
の食画展を年次ごとに体系立てて論じてい
くという試みは、あまりなされていない。
今後は、全体的な動向のなかから、博物館
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企画の検討をおこなっていく必要があると
考えられる。
本稿では、そのための一つの試みとして、
近年の博物館においてどのような展覧会が
企画されていたのか、ひとまず過去 5年間
にしぼって事例を収集し、その企画にどの
ような問題意識や意図があり、~.のような
傾向が認められるのか、若干の考察をおこ
なってみたい。とはいえ、全国で膨大な数
が開催される企画展に対して、すべての展
覧会分野に目を通すことはとうてい手に負
えるものではない。そこで、ここでは歴史
学の分野から、特に「日本中世史」の展示
に関して考察したい。なぜなら、日本中世
史の源平合戦や戦国時代などは、テレビや
ドラマの題材とされやすく、また、それぞ
れの地域に根差した企画が立てやすい時代
と考えるからである。
本稿での主眼は、博物館における「研究J
と「教育」に重なる部分の基礎的な事例報
告であり、あくまでも一般的な利用者から
の目線として考察をおこなっていることを、
あらかじめお断りしておきたい。なお、扱
うのは各博物館での企画・テーマ・特集・
特別展を対象としている。稿末に掲げた表
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は、 2008年から 2012年までにおこなわれ
た中世史に関わる展覧会の一覧である。以
下、これに従ってみていくことにしたい。
【凡例】
・「中世」とは、ここではおおむね一般的な
源平合戦の時代(12世紀半ば)から豊臣家
の滅亡(1616年)ころとし、その時代をメ
インとする展覧会を抽出した。
・表は、『博物館研究』に所載の「イベント
案内j より抽出した。並びは館名を五十音
順としている。講座等は、企画展に関連の
あるもののみを対象とした。
・表中太ゴシック体で表示しているものは、
本文中で言及しているものである。
1、企画・特別展の分類
稿末の表を一読し、博物館における様々
な企画展の開催意図を想定すると、大別し
て「研究報告型Jr記念型Jrコレクション
型Jr集客・観光目的型Jr史跡・資料利用
型j の5つのタイプにわけられると考えら
れる。表に記載した分類の Aから Eの記号
は、以下の分類方法によっている。なお、
※が付くものは、巡回展覧会を示す。いず
れの分類に属さない、或は不明の場合は、
【一】としている。
A:研究報告型
博物館自体が目的としておとなってきた
「調査・研究J、あるいは、一般の研究者(博
物館学芸員の個人を含む)との連携により
開催されるものを、仮に研究報告型と呼ぶ。
もちろん、どのような展賞会においても、
研究成果の還元が目的とされていることは
承知の上であるが、ここでは、発掘調査の
成果紹介、資料整理の報告などのある一定
の成果に基づいて企画されていたり、研究
成果の還元を主目的にあげていたりする展
覧会を、便宜的にここに分類した。本報告
での主眼ともなるため、次節にて詳述する。
B:記念型
なにがしかの物事を、 00周年記念とし
て企画するものを、「記念型」と呼称してみ
たい。
国立博物館等の中央志向型博物館では、
個人や出来事に関する大規模な回顧展が、
テーマに関連する資料を全国的規模に集め
ておこなわれる。 2011年に京都国立博物館
でおこなわれた「法然一生涯と美術J展は、
法然の八百年忌記念として開催された大規
模なものであった。
一方、地域博物館では、各地域の著名人
に関するものや、地域で起こった出来事に
スポットをあて、その記念として企画され
るケースがみられる。 2010年に米沢市上杉
博物館で開催された「戦国大名とナンバー
2J展・「上杉家家臣団」展は、前年の大河
ドラマの主人公であり、米沢に関わりの深
い直江兼続の生誕 450年記念と銘打って開
催された。熊本市立熊本博物館「よみがえ
る清正一戦国武将・加藤清正への祈り J展
は、熊本の英雄加藤清正の没後 450年とし
ての企画だった。
また、博物館自体の開鮪記念で企画され
るものがある。この場合、企画の題材自体
が、博物館コレクションの中核を成してい
るケースが多い。 2008年、滋賀県立安土城
考古博物館では開館 15周年記念として、
「信長と安土城ー収蔵品で語る戦国の歴
史J展が開催されている。同館は安土城の
ふもとに所在し、安土城はその館名ともな
っている。安土城を中核にした特別展は、
同館の記念とするにふさわしい企画だとい
えよう。 2011年、米沢市上杉博物館「上杉
氏のルーツ一関東管領上杉家j は開館 10
周年としての企画である o これは博物館の
名称、ともなっている「上杉氏J発展の歴史
にスポットをあてた展覧会であった。神戸
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市立博物館r南蛮美術の光と影ー泰西王候
騎馬図扉風の謎Jは、開館 30周年記念の企
画であり、開館所蔵の「泰西王侯騎馬図扉
風」を中核に据えた展覧会だった。
研究動向との関わりでの記念型展覧会と
しては、 2012年に兵庫県立歴史博物館で開
催された「赤松円心・則祐」は、開館プレ
30周年として、兵庫県域で活躍した播磨守
護赤松氏の基盤をつくった赤松円心をとり
あげ、近年の赤松氏の出自などをめぐった
新たな議論・研究動向を取り入れるとして
開催された。こうした最新の研究動向にリ
ンクしたかたちで大規模な記念展覧会をお
こなう事例では、多くの市民が最新の研究
に触れることが出来ると同時に、その分野
の研究者からの注目も集め、研究分野自体
の発展にも繋がるだろう。
また、博物館自体の記念ではないが、2011
年に浜松市美術館で開催された「戦国の覇
者 徳川家康と浜松展」は、「浜松市制 100
周年Jを記念して企画されたもので、市の
英雄ともいえる徳川家康を題材としたもの
だった。
C:コレクション型
館のコレクションをテーマに沿って系統
付けして企画されるものを、そのまま「コ
レクション型Jと呼びたい。当然のことな
がら、このタイプの企画では、館の収集方
針に左右される性格をもっ。特に美術館の
展覧会に多くみられ、畠山美術館「唐物と
室町時代の美術J、根津美術館「中世人の花
会と茶会J(し、ずれも 2012年)は、その一
例である。また、「特集陳列Jというかたち
で館蔵品を展示するケースも含む。
連続企画の一環として開催されるものも
このタイプに含まれる。広島県立歴史博物
館「中世文書を読む (5)ー毛利輝元の文書
③」、福岡市博物館「戦国時代の博多展 7一
大友氏と柑子岳城J(いずれも 2008年)は、
中世・戦国時代という時代にしぼった連続
企画である。また、 2008年、美濃加茂市民
ミュージアム「土に残る記憶VI-中世びと
の世界展Jや、 2012年、大阪府立狭山池博
物館「中世狭山池の水下世界Jなどは、原
始・古代から時代順に企画されるうちの一
環である。
コレクション型の展覧会では、博物館収
蔵資料の研究成果を見込んで開催される場
合と、いわゆる繋ぎの企画展としておこな
われる場合が想定される。後者の場合、特
別に図録などの作成はおこなわれない。
D:集客・観光目的型
一般的に人気のある題材をもとに企画さ
れるものを、ここでは「集客・観光目的型」
と呼称する。このタイプの典型として、大
河ドラマに関連した企画が挙げられる。中
世分野では、 2007年「風林火山J、2009年
「天地人」、 20日年「江」、 2012年「平清盛」
があり、それに関連した企画が各地で多く
みられた。都内で開催される大規模な大河
ドラマ特別展としては、 2009年はサントリ
ー美術館で、 2011年、 2012年は江戸東京博
物館で春先に開催されている。また、主人
公の出身地や活躍地(風林火山=長野県、
天地人=新潟県・米沢市。江=滋賀県・福
井県。平清盛=兵庫県)で巡回展をはじめ
として、年に数回おこなわれている場合も
みうけられる。特に米沢市上杉博物館では、
2009年「天地人博Jと題し、常設展示室を
使って、通年にわたり、テーマを設けた企
画展示がおこなわれた。そのほか、博物館
の所蔵品のなかから、テーマに関連付けて
企画展がおこなわれる場合もみうけられる。
2012年に高野山霊宝館で開催された「清盛
時代の高野山Jや、滋賀県立安土塘考古博
物館で開催された「清盛の時代と近江J、広
島県立みよし風土記の正・広島県立歴史民
俗資料館で開催された「平清盛の時代と瀬
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戸内海Jは、館所在地域の歴史と、大河ド
ラマの時代とをリンクさせたものである。
また、地域の観光キャンベーンに合わせ
て開催されたものとして、 2008年、仙台市
博物館「最後の戦国武将伊達政宗」があ
った。これは、「仙台・宮城デステイネーシ
ヨン・キャンベーンJという観光キャンベ
}ンにあわせて開催され、仙台の英雄伊達
政宗の生涯や業績などを館蔵資料中心に紹
介するというものであった。
特定の地域にとらわれず、一般的に人気
のある題材をもとにして企画される展覧会
もある。典型的な事例としては、 2011年に
備前長船刀剣博物館で開催された rw戦国
BASARA~ HERO武器・武具列伝」展があげら
れる。 CAPCOM の人気ゲーム『戦国 BASARA~
とコラボした企画であり、ゲーム誌などに
もとりあげられている。検討の対象外であ
るが、『戦国 BASARA~ は 2013 年にも土浦市
立1噂物館において「婆裟羅たちの武装」展
としてコラボ企画展が開催され、同館では
連日多くの人で賑わい、開館以来最高の入
場者を記録したという(九このような企画
では、博物館企画展を一種の娯楽として提
供し、多くの来館者を見込むととが出来る
反面、学術的な成果をどれだけ皮映させる
ことが出来るのかが問題となる。
E:史跡・資料利用型
地域にある重要史跡や、地域に特有な文
化財に関する紹介といった、成果報告をお
こなっていく企画を、すこし無理やりでは
あるが、「史跡・資料利用型Jとして分類し
てみたい。先に分類した研究報告型のタイ
プとの線引きは関していえば、こちらのほ
うがより地域に根差したタイプであるとこ
ろに特徴がある。
史跡の利用としては、広島県立歴史博物
館における「草戸千軒町遺跡」、一関市博物
館における「骨寺遺跡J、福井県立一乗谷朝
倉氏遺跡博物館における「ー乗谷遺跡j、滋
賀県立安土城考古博物館における「安土城
跡」などが想定される。
このような企画は、いわゆるエコミュー
ジアムの概念のなか、博物館がコア施設と
して存在している場合に典型例として見出
すことが出来よう。
また、地域特有の資料を活かした展示か
ら、地域社会を紹介するという企画もここ
に分類している。 2008年、氷見市立博物館
「薮回石のかたち一石造物が語る中世Jは、
「薮田石」という氷見灘消海岸に産出する
砂岩系の白い岩石で造られた石造物の紹介
から、地域の流通・文化を紹介しようとす
るものであり、一般的には著名ではないが、
地域にとって有意義な資料を題材にすると
いう試みであったといえる。
研究成果還元という視点からみれば、こ
のタイプの企画というのは、地域博物館に
おける地域史研究の一環として、最新の成
果を還元していこうとする企画であるとい
える。こうした企画では、史跡がその町の
地域振興策のーっともなっている場合が多
い。文化行政的な立場からみても意義のあ
る(望まれる)企画だどもいえよう。
2、研究成果還元のための企画・特別展
ここでは、先述したA研究報告型の事例
を中心に、研究の成果還元左しての企画で
は、どのような傾向がみてとれるのかを考
察していきたい。
2-1研究報告型展境会の開催
ある一定の成果を基にして企画を実施す
るケースとしては、まず考古学の発掘成果
を基にした企画があげられる。 2009年の堺
市博物館「よみがえる中世都市堺一発掘調
査の成果と出土品Jは堺での 30年に及ぶ発
掘成果をもとにした企画であり、 2009年、
一部ー
佐賀県立名護屋城博物館「肥前名護屋城と
「天下人J秀吉の城」も、 30年以上におよ
ぶ名護屋城の発掘調査・保存整備事業の成
果を中心に、同時代の城郭について検証し
たものであった。ここに挙げた企画は、数
十年にわたる調査報告として、比較的規模
が大きいものであるが、単年単位での発掘
調査報告も当然想定される。日本中世史と
いう趣旨からは外れるが、毎年江戸東京博
物館以下、全国に巡回して開催される「発
掘された日本列島展」も、発掘成果報告と
いうかたちの典型的な展覧会だといえる。
考古学による研究成果をうけた展覧会と
して、 2012年に山形県立うきたむ風土記の
丘考古資料館で開催された「中世やまがた
ーそこに城館がある理由j も挙げられる。
同展の展示図録は、研究概説書を兼ねたも
ので、多くの研究成果を反映し、展示図録
というよりも考古学の調査報告書という体
裁である。それによれば、同展は県民から
の中世城館が知りたいという要請から、「調
査研究の進展にもとづきその成果をお伝え
するのも当館の麗要な使命Jとし、第 20
回企画展にあわせて、「県内の中世城館研究
の最前線に立つ研究者の方々からご指導を
賜りJ開催するものとしている (2)。市民の
要請に合わせ、それに関する研究成果を還
元するというスタイルは、今後とも多くの
博物館に求められていく形態であり、貴重
な事例であるといえよう o
発掘調査以外でも、博物館における事業
成果報告というかたちでおこなわれたもの
として、 2011年の長野県立歴史館「激動を
生きぬく一信機武士市何氏の 400年」を挙
げておきたい。これは、同館が開館当時か
らおこなってきた、財団法人本間美術館が
所蔵する「市河文書」の複製製作事業の完
成を記念し、そこで得られた成果を紹介す
ることを目的に企画された展覧会であった。
また、 2009年、安城市歴史博物館で開催さ
れた「徳川家康の源流 安城松平一族」は、
2007年に完結された『新編 安城市史』の
編さんで得られた新視点を、展示の成果に
活かし、市民に還元するという目的があっ
た。
次に、学術調査・研究の分野と連携して
企画されるものがある。 2012年の島根県立
古代出雲歴史博物館における「戦国大名尼
子氏の興亡Jは、島根県古代文化センター
での共同研究「尼子氏の特質と興亡史に関
わる比較研究Jの成果還元であり、文献史
学・考古学から複数名の研究者が参加して
おこなわれた。この研究成果は同センター
の研究論集第 1集としてまとめられ、公表
されている (3)。研究の成果を広く還元する
ために、博物館の展覧会どいうかたちで開
催するという、理想的な軒画であるといえ
る。
科学研究費での成果発表の場所として企
甑される展覧会もみうけられる。米沢市上
杉博物館・群馬県立歴史博物館・林原美術
館で巡回し開催された「浴中洛外国扉風に
描かれた世界」展は、当時立正大学文学部
教授だった黒田日出男氏を研究代表とする
「中近世風俗画の高精細デジタル化と絵画
史料学的研究J(課題番号 17102001 平成
17--21 (2005--2009)年度科学研究費補助
金 基盤研究 (S))の成果公表として、研
究申請当初から目的とされていた展覧会で
あった{ぺ同展覧会の図録にも、本展覧会
が科研報告の当初よりの構想としたうえで、
r r科研」による共同研究は、研究成果報告
書を出すとそれでお仕舞いになりがちであ
るのに対し、大学と博物館・美術館が共同
研究をおこなった成果を広く市民に公開す
べきであると考えていた」として、「本巡回
展は、三つの博物館・美術館の共同企画で
あり。かっ科研の研究成果を市民に公開す
る大学の試みでもあるという」特色をうた
っているω。
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2012年に開催された、大阪くらしの今昔
館「大坂の陣と大阪城・四天王寺・住吉大
社の復興」は、大阪市立住まいのミュージ
アムが、平成 18年以来おこなっていた、京
都大工頭中井家の資料調査の成果をうけ、
近世初期の大坂を代表する建造物である大
坂城、四天王寺、住吉大祉を取り上げ、大
坂の陣前後の動向を探るというものだった
が、この展覧会も大阪市住まいのミュージ
アム館長谷直樹氏を研究代表とする「中池
所蔵資料の整理と公儀寺社造営における中
井家の役割に関する研究J(課題番号
21560667 平成 21~23 (2009~201l)年度
科学研究費補助金 基盤研究 (c) の研究
成果報告を兼ねたものであった。
とのような市民への研究成果報告におい
ては、専門分野にとらわれず、多くの人が
利用しやすい博物館展賀会は恰好の場所と
言ってよいだろう。ただし、科学研究費の
申請には博物館ではかなり厳しい現実があ
ることも事実であり(刷、大学関係者をはじ
めとする一般の研究者左、博物館学芸員と
の連携が必要とされる。
2-2講演会・シンポジウムの開催
企画展の開催を契機としてさまざまなイ
ベントがおこなわれる。研究の成果還元と
しては、講演会やシンポジウムの開催は中
心的なものだろう。テーマに関連した研究
分野の研究者だったり、博物館の学芸員だ
ったりが講演者となり、特にシンポジウム
の場合は、その内容がそのまま文章化され、
書籍として刊行されることもある。
2012年に栃木県立博物館でおこなわれ
た「足利尊氏J展では、そのプレイベント
として、 2010年3月より、連続講演会「足
利毒事氏再発見一肖像・仏像・古文書からみ
た尊氏」が開催された。この講演会の内容
は2011年 10月に書籍として刊行されてい
る(1)。足利毒事氏関連では、 2012年 9月に、
展覧会に合わせ、栃木県立博物館の名誉学
芸員である千田孝明氏により『足利尊氏と
足利氏の世界JI(随想舎、 2012年)が公刊
されている。展覧会を契機として最新の研
究成果が広く喚起された事例のーっといえ
る。
少し趣の違う講演会として、 2009年、徳
川美術館で開催された「戦国ふあっしょん
ー武将の美学」で、現代のファッションデ
ザイナーとして著名な山本寛斎氏による記
念講演会「人間賛歌:戦国ファッションー武
将の美学Jがあった。専門的な視点だけで
はなく、多様な視点を提供するという点で、
興味深い事例である。
3、考穣
ここまで五つの類型に分類して、それぞ
れに関していくつかの事例を列挙して状況
をみてきた。ここでは、この類型に従って
若干の考察をおこなっていきたい。
先に挙げたA~E の五額型は、その目的
や理念に関わって、大きく二つの傾向にわ
けることが出来ると考える。一つは、利用
者のニーズに応えるというよりも、館の自
己表現の場としての企画である。この傾向
は、本来的な博物館企画の有り方どいって
よい。博物館がおこなってきた研究の成果
をみせる研究報告型や、地域博物館による
史跡・資料利用型、さらに館の保有するコ
レクションを系統立てて展示するコレクシ
ヨン型は、この傾向が強いように思われる。
場合によっては博物館の記念としておこな
われる記念型も含むだろう。この傾向の利
点どしては、なによりも博物館の社会的役
割をより明確に打ち出せるという点にある。
すなわち、博物館が「調査・研究」をおこ
なう一つの研究機関として活動しているこ
との証左を示すことが出来るし、コレクシ
ヨン型の場合は、なによりも館蔵資料を有
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意義に活用することが出来る。
ただし、一方でこのような企画は、とも
すれば博物館の自己満足というかたちで収
束してしまう可能性があるのではないか。
いかに有意義で価値のある企画であったと
しても、企画の意図が、来館者へ十分に伝
わらないのでは、博物館のもつ「教育・普
及」という面での社会的役割を果たすこと
は出来ない。特にコレクション型の場合、
図録の作成もなく、「繋ぎJのための展覧会
だというイメージが持たれやすい。「なぜ今
この展覧会を開催する必要があるのか」と
いうような、現代的な課題に即した企画が
求められる所以である。
もう一つの傾向は、博物館の個性よりも、
来館者の要望に根差すかたちでおこなわれ
るもので、特に集客・観光目的型の企画が
含まれる。地域の著名人に注目する記念型
も、或はここに含めるべきかもしれない。
広く一般的に利用されるメディアであるテ
レビドラマに関連した企画や、人気ゲーム
とのコラボ企闘は、その典型である。中央
の大型博物館にもよくみられるこのタイプ
の利点は、なによりも集客という点である。
博物館が一種の「娯楽Jを提供するための
施設であり、ある程度の集客力が求められ
ているとするならば、これほど市民のニー
ズに叶うものはないだろう。
一方、博物館が単なる「ハコ」としての
役割しか果たさないという点に欠点がある。
また、学術的な観点、として妥当であるかと
いう視点も問われてくるだろう。博物館の
社会的役割や、存在意義を示していくため
には、なぜここでやる必要があるのか、企
画にどのような成果を提示することが出来
るのかという点について、きちんと説明を
していくことが求められると考える。
結脂
以上、「調査・研究Jや「教育・普及Jと
いった博物館の諸機能が還元される場とし
ての展覧会を類型・系統立てして、不十分
ながら検酎・考察してきた。当然のことと
して、これらの展覧会が、すべて締麗に分
類付けして分けられるわけではない。そし
て、個々の博物館がさまざまな取り組みを
おこなっていることは言うまでもなく、そ
れぞれの企画展に多くの意図があり、個別
事例を深く考察する必要もあろう。ここで
は、あくまでも全体を概観してみるという
試みのなかでおこなった考察という点を強
調しておきたい。また、すべての展覧会因
縁等を確認出来たわけではないため、情報
誤謬や事実誤認があるかもしれない。至ら
ない点を諸方にお詫びするとともに、諸制
約のあるなかで展覧会の企画に参加された
みなさまに敬意を表する次第である。
最後に今後の博物館企画に望まれるだろ
うことについて若干の私見を述べて結びと
したい。今後の博物館展示企画は、市民の
ニーズに応えることが大きな目的となって
くると考える。そのため、本稿での類型だ
と、集客・観光目的型の企画がますます増
えていくと考えられる。とくに、日本中世
史であれば、昨今の「際女J等の用語の登
場に象徴される「戦国ブームj のなか、あ
る程度の集客を見越した展覧会が立てやす
い状況にあるように思われる。ただし、そ
の欠点は、先述した通りである。博物館が
単なる「ハコj ではなく、社会的に必要な
ものであるという理念を示していくために
は、単純な集客効果を狙った企画を立てる
だけではなく、博物館は市民に何が望まれ
ているのかを考え、彼らのヱーズに応える
研究を進め、その成果を展覧会としておニ
なっていく必要があると考える。そのうえ
で、この企画を何のためにおこなうのかを
提示し、博物館の社会的役割を市民に示し
ていくべきであろう。博物館が、研究機関
であるとともに、教育機関であることを市
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民に対して示していくことで、博物館の社
会的役割・意義を社会に問うていく必要が
あるのではないかと考える。
注
(l) r土浦市立博物館:特別展の入場者、過去最
高J(W毎日新聞J2013年 05月 08目、茨城
地方版)
(2) 山形県立うきたむ風土記の丘考古資料館編
『中世やまがたの城館跡ーそこに城館があ
る理由J(2012年)。
(3)西島太郎 r(展示批評]島根県立古代出雲歴
史博物館企画展「戦国大名尼子氏の興亡j
を観てJ(W地方史研究J366号、 2013年)
(4)阿部哲人「科学研究費基盤研究との連携に
よる展覧会「洛中洛外図扉風に描かれた世
界J開催をめぐってJ(W博物館研究JVo146 
NoI0、2011年)
(5)群馬県立歴史博物館・米沢市上杉博物館・
林原美術館・立正大学文学部編『三館共同
企画展 洛中裕外図扉風に掛かれた世界』
(2011年)
(6)浅草澄雄 r博物館冬の時代Jを乗り切る一
博物館と科学研究費補助金一J(Wl専物館研
究JVo143 No，5， 2008年)
(7)峰岸純夫・江田郁夫編『足利尊氏再発見 ー
族をめぐる肖像・仏像・古文書J(吉川弘文
館、 2011年)。
Iその他の参考文献】
• w博物館研究JI43巻ー l号-47巻-12号
.該当博物館各館のホームページ
-諸特別展図録
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On the Correlation between the Exhibit Concepts and the Historical Studies reflected in Special 
Exhibitions: Focusing on the Trend of the Medieval History Exhibits 
KOMAMI Keisuke 
In this report， 1 would classified the special exhibitions concerning about the Japanese medieval 
history held through 2008 to 2012 into 5 types;“research report typeヘ“commemorationtype"， 
“collection type"， ・‘ consuming and sightseeing type" and “using historic sites and materials type. 
“Research report type" is showing the fruits of the museum's studies (included Gakugei・in・S
individual studies) and/or cooperated studies with outside scholars.“Commemoration type" is 
planned as/for a certain memorial.“Collection type" is also based on the planned collecting works of 
the original museum business. lnitial aim of “Consuming and sightseeing type" is pulling many 
audience to the museum. For that， those exhibitions are planned along the popular things base in 
general， such as popular TV costume dramas. ln case of ‘“‘ us討inghistoric sites and r町mat旬er吋i均凶a剖Is'ヘthe 
museum is a core facility as for an e郎c∞oか圃『町museumor ec∞oか-mu凶』施seumIike s幻tr叩ucωtu町re仇， and the specia剖l 
exhibition shows the value of those cultural assets. 
“Research report typeヘ“collectiontype" and “using historic sites and materials type" special 
exhibitions were usually planned by museum's thought or Gakugei・in'sstudies. On the other， 
“consuming and sightseeing type" special exhibitions were held often for visitor gathering， not 
always from academic base. But， those exhibitions should be welcome by many peopJe. Jt would not 
be wrong， but 1 am afraid that they should be brought a tendency of popularization and negJect of 
academic studies into museum. 
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表2008年度(平成20年度)
会場 会期 展覧会名称 図録 分煩 E陽座・2崎演・シンポ等
ー岡市博物館 080728帽。824 申t量嘗...材 。E 
茨城県立歴史館 071122叩 080120信長・秀吉・.廠と鯖械水野. x 同
上国市立佃.国分寺資料 綴弁松夫ra倉時所蔵代のよ園』村
館 080920-1109 鎌倉の古代・中世文化とよ園地方 O A よ鱒優『安B匝'" の聞混道隆縄師の書状についてJ
大分布歴史資料館 080209四 0330 見て!感じて!古代・中世の丹生 x A .餓鴎塵「見て 1感じて!古代・申世の丹生」
大分市歴史資料館 080719-1019 豊後大友氏と爾重文化 x c 
神奈川県立歴史樽物館 081018-1124 戦園北条氏とその文書一文書が敏えて〈れる O c さまざまなこと
神察川県立康史樽物館 081206-090118 中世の板" x G 
餓阜市歴史情物館 081024向 1130 集定と隷元:-e園時代の鍵.刀 O ー
職園武将からの手紙一情物館に届いた中世 館長国陣塵『騨属の中世古文書・入勝馬県立歴史博物館 080908四 1∞5 x c 門-OI博が.めた八+通を議しも文書 う」
佐賀県立名檀E滅樽物館 080725-0915 「秀吉の手紙』ー館飯豊臣秀吉文書 x c 
滋賀県立喪主械宥盲需物
舗011・-0330 ・開館・のtSE周息年信長と安土綿一収..で・る 。B m・『信曇文・を臨む』
• 滋賀県立安土械考古情物 珂シン肉ポ縛ジ芳ウ「実下人の事Eとその僧礼』
館
081019-1116 天下人を肥るー神になった信長・秀吉・家康 O ー ム『尚像圃からみた神格
化」
品川区立品川歴史館 081012-1124 東京湾と晶JII-よみがえる中世の港町 O ー
下関市立考古博物館 080429 -0829 響灘沿岸の中世‘ x A 
世界遺産『武家の古書官・鎌倉」畳録推進「武家 置岡芳文『金沢文庫と称名障寺のの文仙台市得物館 080425-0801 。B 化財J潮谷貴之『金沢文 仏文化のj膏噂ー金沢文庫・称名寺の帝室J 像」
仙台市情物館 080812帽 1103 ..の験国震縛伊遺政事 x B 
徳川襲術館 080712-0831 徳川.廠と職閣のたたかい x c 鶴塵「松平・徳川氏の系繍」
徳川鍵術館 081∞4町 1109 室町将軍家の至宝を探る O 自 シンポジウム『室町将軍家の至宝を探るJ
長野県立歴史館 071208-080114 武園・上杉・慣.武士 。D 
長浜市長浜披歴史樽物館 080821-0715 たたかう村の〈らしー中世惣村の鹿史から現 x 在の民俗
長浜市長浜械康史情物館 080720-080915 石田三成と関ケ原合戦 x D 花ヶ前盛明『直江謙次と右田三成J
長浜市長浜城歴史樽物館 081025-1124 戦園大名浅非民と北近江ー浅井=代から= x D パネルディスカッション「浅弁z飾鯨へ 代・三飾鎌と戦園時代』
新潟県立歴史傷物館 081220-090125 巡回展天地人へのいぎない x D 伊臓清郎『直江隷織と最よ氏J
氷見市立情物館 081017-1109 般国有のかたちー宥造物が繍る中世 O 民
広島県立みよしの凪土飽の 秋山伸隆『戦園武将毛利民権力
丘広島県立歴史民俗資料 080418-0608 乱世に鳳うー県北の戦国文化 x c の形成過程」 小和国哲男「戦園
館 震将と樽僧ー名将に名僧ありJ
広島県立厩史情物館 ω0228-0327 中世文・tl臨む(5)一司自刺周元の文・@ x 。
福岡市樽鞠鎗 ω0318帽 0511 .園時代の...7一大友民と柑手骨.. x 。
総岡鍵術館 080105-0420 室町水盛田と湖面展 x c 
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会場 会期 展覧会名称 図録 分頬 a塵.a..シンボ噂
..加茂市民竃ュ，-97ム ω0421-0制施 止にaる毘偉羽一中世ぴとの世界鳳 )( 。
米沢市よ杉縛物館 080209-0309 国宝「よ杉家文書Jの世界室町時代震家文 x c -のすがた
和敬山県立憾物館 081018-1124 没後4∞年木食応aOGふ場盲から高野山 O D を放った僧
2009年度(平成21年)
会場 会期 展覧会名称 図録 分煩 a座.a潰・シンポ等
安嶋市E史情物館 081017-1201 .川.，障の.....優平ー 観 。A 村の明田岡・夫・静4い『'費』生『今械r網a械1開1平E攻t'滑a防，!車島zの・とm1下0申健a村島R平4治信.kU情定・O・早隼』S島久代野聞保
の四三寓』
鵬の情物館 090613-0809 平治の乱850年伊悌平氏の栄・と滋亡 x B 
鵬の情物館 090812-1∞4 平治の乱850年源氏の栄光と膨 x B 
坂崎重敏r自.聖人』の費情』
神奈川県立歴史博物館 091017-1129 鱒倉の目薄型人一中世人の信仰世界 。ー 中尾宛「目趨の生涯と立正安圃
愉J
貨情情物館 091010-1∞314 海を超えた中世のお金一びた1文に初められ x A た毘史
岐阜県陶磁資料館 090602向 0602 提湿犠13∞年の流れ(平安時代目室町時代) x B 
駒海大学術文化歴史傷物鋪 091101-1218 戦国武将の日記を臨むー『総平.忠目飽』と O A 久保田.希『輪個It将の日飽を慎む」信長・努宮・憲.
出暗室県立康史と民俗の博物館 090131同 0315 健生武蔵食土 O ー
幌市情物館 。10711-0・13 よみがえる申世・市場一..周査の戚畢と )( A 幽%晶
佐賀県立名鴎皿機博物館 ωtω8-1123 厄前名鴎屋"と『天下人」傍曹の繊 。A -・・r.盲の械と・.傭甥』
佐野市郷土樽物館 091010-1123 唐沢山械と佐野氏 。A シンポジウム「東日本における膚沢山械の軍要性についてJ
サントリー鱒術館 。10530-0712 NHK大珂ドラマ特別展実地入車D:..と 。闘機その時代
滋賀県立安土城考古博物 安土線発掴網査20周年毘念戦園の域一安 木村信事「盲川氏の織と権力」
館 090919-1108 土械への遭
。B 仁木宏「職圃の城下町信長の減
下町J
徳川健術館 090718-0830 信長・秀吉・憲康の合戦 x c 開;賞金「職園合戦の輿織と機相』
.1健術館 。81010帽 1115 .・ふあっしょん-It..の健学 。ー シ山ョ本ン寛-膏a『轄人の間機.掌・』E.圃ファッ
長岡市街尾美術館 090307-0607 .織を育てた陣信公のふるさと風 。D 石国管胃『穫の精神発縛の地・繍忠 広井造「隊傭・謙舗をさぐる」
長浜市長浜城歴史情物館 090424-0527 戦国lt将肖像画展 x c 
長浜市長浜減歴史樽物館 090701町 1222 右目三成と酉軍の関ケ原合戦 x D 
中山文人『東葛飾地方の申世』
流山市立淘物館 090718-0923 中t祉のllf(山を探る 。A 平野服飾方「流山の中世線事aJ伊樹ErSaE之rllf(山の板碑』鳳園a
樹翻.の職園時代」
鴎演会『天地人厩へとそのの招時待代J 
新潟県立歴史博物館 090725-0906 天地人直江集線とその時代 。B※ 北川失r実地人Ji!:'t'(1)lIPttJ
長自骨蟻ru園lt将のフ7ツション』
広島県立歴史悔物館 090220-0329 毛利氏vs天下人一瀬戸肉の戦乱、そして平 。ー 鵬因遺隼『足申1・E聞の繍事府と毛利和 民」
。?
会編 会期 展覧会名称 図録 分銅 鵬座'.潰・シンポ等
広島県立隆史博物館 091016-1123 開館20周年平稼ー門の栄・と瀬戸内海ー潟 O B B塵E禍「平・司明『平叡と.戸内海J. 原を駆け銀けた清盛の， .の時代の宥盲学」
福島県立樽物館 090425-0531 直江兼織と金埠の峨園武将 x D 
毛利情物館 090917旬 1026 対決!毛利氏と信長・努吉・.康一名晶と. x c 状で筒る職園給場
山形県立うきたむ風土胞の 091208-1∞331 古代・中世の考古資料 。c 丘考古資料館
樹恒山昭肉『東楓『京境『網戸内海の海娘婿」 鳳困畠
横浜市歴史情物館 090404叩 0510 横浜開港150年海賊一室町・職園時代の東 。B 湾をめぐる嶋田争乱』湾川京湾と繍浜 界の潟東.，，1:.，障の海蛾・
械」
朱沢市上杉情物館 。ω124-0220 実亀人ヨレタシ冨ン『側近畿.J )( D 
朱沢市.t4要情物館 。ω321-0417 実亀人ヨレタションr.曹と.・'.J )( D 
来沢市よ杉情物館 。80418町 0515 実亀人ヨレタショシ『北へ--..-，庄内 x D ~EJ 
来沢市よ4重博鋤館 。10618-0・12 天地人ヨレタシヨンr...・のもとで』 )( D 
来沢市上杉情物館 0・ω13帽 0710 実地人ヨレタシ冨シ『政調障と.・-聾.J )( D 
米沢市」巳杉鱒物館 010711-0814 天地人ヨレタシ司ンr*ftにて』 x D 
来沢市.t4重構物館 。ω削S帽 0811 実旭人コレクションr.と最・-到底.J x D 
由民沢市上穆情物館 。ω812-1ω， 実他人ヨレタションr..亙隼の..-・』己 x D .先制
朱沢市上穆博物館 ω1010陶 1204 ヨ~*・人ヨレタシーン『江戸‘府と..J x D 
*=沢市上杉需物館 ω12011-1ω111 実舗人ヨレタシー ンrJ己穆目障の.・と緩錦』 x D "..広r竃江峻』の催県』
和敬山県立憾物館 090613-0720 きの〈に遊園の世界 x G 
2010年度(平成22年度)
会編 会期 展覧会名称 図録 分煩 .座'.潰・シンポ等
MIHO MUSEUM 1∞904-1202 古陶の繍申世のやきもの 穴古粛とその周 。A※ 辺
.減県立医史館 1∞713-0815 戦園大名真盤民の.嚢 x c 盟史.. 塵・展示解観『中世真量氏の文書をよむ」
腐の情物館 1似1424四 0606 ..園の滅と鳳 。ー
岡山県立傷物館 1∞805-0905 瀬戸内忠平合嶋一兵たちの世界 x E .繍・明r.戸および星島合臓の鹿史的意峰J
餓本市立餓本情物館 tω717同 0・28 ns，t・E制へ。の隼続よりみがえる清箆-a...・-加-。B 地主E景『加・.lEと本妙.J渇回.弘『加・清正と加・4申祉』
神戸市立樽物館 1∞116-0307 .アジアから神戸へ濁の回廊一吉代・中世 x A の実1と鍵
神戸市立御物館 1∞619-0801 神戸で"1!fに出会う織 x E 
埼玉県立歴史と民俗の樽物館 1∞220-0509 維兵物館の世界 x ー
瞳庫川肉市川肉歴史資料 101027-1212 中世趨摩の蟻渋谷氏 。A 館
滋賀県立安之城宥古傷物 1∞717同 0926 ..園の琵琶湖一近江の繊の物錨 O E 小島察修・*由時康文「紙江の鎗・館 .鋼最前線」
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会場 会期 展覧会名称 図録 分婿 .塵'.演・シンポ等
滋賀県立安土城考古博物 久野綾司「足事11.咽政権と織国信
館
101016-1114 室町最後の将軍一足利‘昭と織田信長 O E 長J 長谷川悔史『流浪の将軍一
繍公方‘聞と毛利氏」
平田事情「織から見る篠山という
名古屋市博物館 100904-1107 名古屋開府400年変..のとき機山 O B 時代」 狩野博司tr続出の累集第
悶扉風について」
氷見市立博物館 101015向1107 山城探訪ーよみがえる中世 O A 
兵庫県立考古情物館 100423-0627 戦国時代の守霞山名氏の城と戦い O A 
広島減 1∞130町 0328 広島減コレクションで見る!織園・江戸のひと x c びと・デキゴト
末木文興士『新先見資料からみた
循岡市博物館 t∞911帽 1031 開館20周年対外交先史一栄冒と中世情多 O B 栄冒J 村井章介・佐伯弘次・困思 上多J男ー郎rJkアジアの中の中世情
山梨県立博物館 1∞605向。705 実在した山本普助 x A 
箇川広:qzr鎌倉武士の名門甲斐
山梨県立怖物館 101∞9-1206 甲隻源氏-JlI.を阪ける武士関 O 源氏J 小型E原微震斎・野口実・
守康正彦『甲斐輝氏の世界』
米沢市上杉情物館 ，ω528-0718 竃江費量自書生値450年嶋田大名とナンバー2。D 
朱沢市上彰情物館 1似掬18-1123 直江ヨ1.生麗450隼止穆...園 。D 矢田俊文r・・・盛期・近世初錫
」幽掴
のJ::...圃』
2011年度(平成23年度)
会場 会期 展覧会名称 図録 分頬 ..'.潰・シンポ等
泉佐野市立歴史館いずみさ 110423-0605 泉佐野サムライ列伝一目視野氏の和泉の中 x E の 世武士たち
一岡市博物館 110528-0710 中世荏.からの招待伏ー図解・骨'材 x E 
茨械県陶芸捜術館 110102叫 0321 古陶の舗中貨のやきもの一六古窯とその周 O A※ 森孝一「中世陶器の窃究と鑑賞辺 一文またちが穫した焼事事陶ーJ
担井松夫 r上園地方の古代・中世
上田市立信.国分寺資料 110917-1113 上園地方の古代・中世の神社と寺院 O c の神社と寺院』 高橋平明 f上館 国市三島神社所有の銅製御正体
について』
馬の博物館 111023四 1204 ススメ!小田原北象氏 O 
小山市立博物館 110609-0718 戦園の量産L'-伊薄暗ニ申宵コレクションの世 。c 界
神奈川県立歴史博物館 110108-0213 かながわの遺跡贋『発担された武家の吉鶴、 O B※ 鎌倉』
..崎隆失r...と禽良・--
東.園立情物館 110328向。506 E量銭一生温と貧衡 。B 敏治』ヒ..ー』山口隆介rJ巨大
*の餓.".にみる俵.と草衝』
杉a哲也『洛中洛外国扉且の魅
..属県立E史博物館 110ω5-0410 浴中海外圃.，鳳に鎗かれた世界 。A業 カとその様しみ方』佐多芳ar金
混と金箱」
事事馬県立歴史情物館 110716-0918 関東戦国の大乱一事徳の乱.Jk圃の30年戦 。A シンポジウム『北聞東の戦園時争 代ー臓圃関東の首観纏能ー』
稲策伸遭「後.醐天皇と貧富・伊
斎宮歴史樽物館 111∞8-1113 後醍醐-A後の斎墨とその父 。 "神宮」 長谷川幡rr太平包』に
見る後霞翻天皇と足事11#氏J
滋賀県立安土城考古傷物 110105-0327 織田信長と浅井星放思 x D 鰍
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会場 会期 展覧会名称 図録 分銅 構~..潰・シンポ等
滋賀県立安土城考古樽物 111004-1227 1*家臣団 x c 館
土浦市立得物館 110319-0508 職園武将小田氏と法.. 。A 
逓信総合博物館 110205-0220 江一媛たちの戦闘 x D 
東京観江戸東束縛物館 110102-0220 江ー鍾たちの・圃 。D 特別思関連・ar江健たちの・圃』
栃木県立情物館 110219-0403 足利尊氏の末膏たちー鎌倉・古河公方と下野 x B 
鳥取市歴史博物館 110416-0529 庭先にひろがる中世一因幡国在国の世界 O A 
朝ネ西助ヲJ』肉l村トa広ワ石平-ー正・『ク市行』2E淘rI・I窓2-E文干・・l:山本徹長野県立歴史館 110723-0804 ..を~きぬ〈ー傭a震士市河氏の4ω年 。A a直後の甫北
ター』 白川.繊の
練鵬区立右神弁公園ふるさ 111102-1201 右神井減跡の発揮と中世城郭 x A と文化館
渓健市鍵術館 111203-1201011 ・渓k.申島市制tω周年包傘鳴圃の覇者 .111と渓4量厩 。8 
林原美術館 110827-1023 職園の雄池国家 × c 
備前.鉛刀剣情物館 刊0723-0・04 『職国BAS.綿 AJHERolt・-震具列伝 x D 
杉山洋『浄土への祈りJ井原今
兵庫県立考古情物館 111001-1127 みlまとけの考古学一中世民衆と仏教信仰 O 朝男r，r中世寺院と民衆」大樹玄景 写山円教寺J山本博利『婚
.編集寺草経』
広島県立歴史博物館 110128-0331 中骨量からつながる漁異の系精一広島県立歴 x G 史民族資料館所蔵江の川の漁具
広島県忠康史博物館 111ω0-1204 車戸干幌町遺跡.・50年展 x E 
小鶴自量『広島県の申世械鎗につい
広島県立隆史得物館 111216-120205 ひろしまの滅と職ー中世山械から近世械抑へ O E て変J遷乎ー白書惇『械から見た社会の
中世から近世へ』
広島減 111029-1127 5主鍵450年福島jEJIJの20年 O B 
福弁県立美術館 110422-0539 江一短たちの戦国 。B※ 
福井県立厩史博物館 110115-0213 蹄川合戦図解.11.と職園の館前 x c 
福井県立若桜庭史民俗資 110103-1130 京極高次と初 x D 料館
目線区めぐろ歴史情物館 110329-0619 中世目黒の風景一行き交う人・もの・情報 x c 
野測市歴史民俗博物館 110702-0923 出土品にみる中慌の〈らし x A 
山梨県立傷物館 110910-0926 川中島の戦い一戦後450年 x B 
国庫演会「関東かわらけ研究の現
ウズマキかわらけの槌を解〈一部筑区・茅ヶ 在観筑区茅ヶ崎城・伊野原市丸横浜市歴史樽物館 110129-0321 崎城跡と南関東の中世減量富 O A 山絡を皮切りにJr伊豆地方の自かわらけ/小田原北条氏の権力
とかわらけ」
朱沢市」巳杉博物館 110418-0805 L4吾氏のルーツー.....上杉愈 。D 山本随意『岡康管個土穆氏の成立』
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会場 展覧会名称
*沢市」ヒ穆博物館 浴中洛外回腸凪に緬かれた世募
2012年度(平成24年度)
会場 会期 展覧会名称
愛知県陶磁資料館 120728-0930 戦国のあいち一信長の見た城館・陶磁・世界
右川県立鍵術館 120719-0828 平清盛とその時代一前回宵徳会尊縫聞文庫分館
東京.江戸東京樽物館 121203-120205 平清盛
大阪〈らしの今昔館 120420-0520 大理Eの聞と大阪線・回実EE.・住曹大祉の.興
大阪減天守閣 120720-1∞3 史料と写真でたどる一豊臣秀吉の生涯
大阪府立狭山諸島樽倫鎗 121ω8-1209 中世狭山浩の水下世界
香川県立ミュージアム 120628-0902 平家物鱈の世界
神奈川県立歴史博物館 120901-0928 夢忽疎石と鎌倉の輔衆文化
神奈川県立歴史樽物館 121006-1202 再発見 1鎌倉の中世
.本県立鍵術館 120720-0802 生優待。隼毘念加.清亙
神戸市立情物館 120225-0408 平清盛
縛戸市立鱒物館 120421-0803 開館30周隼毘念"'..衝の先と修一.冒豆候騎嶋田勝凪の瞳
a.山盤室館 120714-0923 清盛時代の高野山
古河鹿史樽物館 121027-1125 省河公方足利氏
国立歴史民俗樽物館 120327 -0506 洛中洛外図扉風と風俗画
駒薄大学禅文化歴史情物 120514-0727 平.物語とその時代館
滋賀県立安土滅考古博絢
館
120105-0331 清鎗の時代と近江
滋賀県立安土城考古傷物 120403-0628 備長の水滅舘
滋賀県立安土減考古得物
121∞6-1111 開館20周年信長x信玄一戦国のうねりの館 中で
島担県立古代出雲歴史樽物館 121026-1224 戦国大名尼子氏の興亡
高*古文化会館 121020-1125 清盛・2軍平の時代ー復元武義風俗を中心に
徳川美術館 121117-1213 lIllで愉しむ源氏と平家の物語
栃木県立樽物館 120218-0401 北関東の戦園時代一戦国の終駕
樹木県立博物館 121013-1125 開館30周年包念足利噂民ーその金量とゆかりの名宝
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図録 分領
O A 
x D 。D 
x A 
x c 。c 
x D 
O c 
O B 
。B 
O B※ 。B 
x D 
O 
O A 
x D 
x D 
x E 
O B 。A 
x D 
x D 
x A 。B 
講座・講演・シンボ等
健~". r浴中洛外圃癖凪土杉
本の人々-&いは何を・るの
か』
自陣座・講演・シンポ等
仁木宏『戦国尾張の械と町一安土
への道、大坂への道一』鈴木正
貧rft掘された尾張守置所J
中井正剣『大坂の陣と大阪総・問
実EE.・住吉文章tの復興』
.池大樹『置としての4量鰻幼霊
.J 
簡座「源平合戦と香IIJ
県鱒儲/lr.窓疎石と鎌倉の欄到"11:
化』
遭白書簡座中世都市銀禽をさぐる
2・...r加.清Eの生酒』繍
商大繍rr清E公J.仰の周l.ue
属銅』中野等『加.清正と文禄・
...の&J
陶.lEr...主.・属国.. 凪の
.を抱竃する』
小島遭裕「洛中洛外図から風俗画
へJ
機弁陽子「梅1噂セミナー『平家物
結』が描〈女性たちJ
高木飯干『佐4・々回木洋一三銭『の亭・.温滅と亡
思平合.J
の隼..・測を.波が.?たJ
大沼芳費量「信長の湖減一天下布
武への琵琶湖戦略』
川園勉「尼平氏の領置支配と室町事
府』
爾'1穴途子『清盛の遺したもの~
武門の管れと王朝の風雅』
満薄彩「絵で臨む『平家物錨JJ
シンポジウム『北関東の戦園時代
一戦国の終駕』
会場 会期 展覧会名称 図録 分類 i1tli・2梅漬・シンポ等
鳥取市康史博物館 120714-0826 The山名一山陰守偉大名の栄錨盛表 O A 川岡勉『山名泉全とその時代』
杉繍隆夫『源頼朝と奈良・京鶴一
頼朝と霊源一東大帝再興を支えた鎌倉と泰 政治鎌と宗倉教再ー興』l 山口隆介「東大奈良国立樽物館 120721-0917 O .の こみる伝統と革新」良の鉾 塩薄寛術「源頼朝が東大寺再興
にもたらしたもの』
視路鏑術館 120・02目。171・中世人の花舎と業会 x c 羽岡宏子『花舎と調書の濁の道具一唐物の魅カ』
-山鍵術館 12ω07-09η 膚.と富町時代の鱒術 x G 山下繍:.r憧れの中園』
八王子市郷土資料館 121∞2-1223 八王子減~発担された八五子械 。A 
林原健術館 120317-0415 浴中洛外国扉凪1=織かれたt量興 。A器提 黒回日出男r洛中洛外国軍事風を餓み解<J
兵庫県立考古博物館 120421-0624 平清盛と日宋貿易 O D 高橋・明『平清盛の虚実』
兵庫県立歴史博物館 121013-1202 聞鎗プレ30周年包念赤経円心・周鎗 。B 市沢智r..盛岡心・周績と・.・玉』
広島県立美術館 120421-0603 平清盛 O B※ 高橋昌明『平清盛という人物J
広島島県立みよ史し民.俗土資飽制の館丘
広県立橿 121109-1202 平清盛の時代と.JI肉. x D 
広島県立歴史織物館 120406-0513 平清盛の時代と瀬戸内海 x B※ 飽念鵬演会
広島県立腹史情物館 120928四 1122 .戸千野出土の木製形代 x E 
福井県立ー猿谷朝倉氏遺 120ω4-0917 ..-.谷の鹿圃-fiMと2巨額の富田ヂザ 。E 蔵井美ヱ鼠『ー 焼事事のa・と鍾跡資斜. イン t.竃』
宮崎県立西都原考古傷物 120720-0917 城跡が語る日向一宮崎県の南官官の械 x E 館
野測市康史民俗僧物館 120428-0610 平家物騒と級王 x D 
I~山包移哩金p県-立-凶.う.きたむ風土包の丘 121ω12-1130 中世やまがたーそこに鎗鎗がある理由 。A 
山製県立博物館 120222-0416 山梨の審l立、綴と棋と信玄公! x c 
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